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か
ら
帰
国
す
る
の
も
、
現
場
で
ケ
ガ
し
て
病
院
か
ら
帰
る

の
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
も
足
首
、
ひ
ざ
、
腰
と
痛

み
、
歩
く
の
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

熊
本
県

古

家

次

男

私
の
家
は
貧
し
い
農
家
で
、
父
は
熊
本
県
山
鹿
市
三
岳

の
出
身
、
母
は
同
市
平
小
城
の
出
身
。
結
婚
し
て
長
男
が

生
ま
れ
る
と
家
計
も
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
、
姑
と
の
仲

も
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
福
岡
県
大
牟
田
市
へ
出
稼
ぎ

に
出
た
。
大
牟
田
市
加
納
町
の
借
家
に
住
み
つ
き
、
父
は

三
池
製
作
所
に
就
職
し
ま
し
た
。

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
三
十
一
日
、
こ
こ
で

私
は
古
家
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。（
そ
の
後
、

弟
四
人
が
生
ま
れ
、
男
ば
か
り
の
六
人
兄
弟
、
一
家
八
人

の
大
家
族
と
な
る
）

私
は
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
、
大
牟
田
市
第
九
尋

常
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和
十
三
年
、
大
牟
田
市
三
川
高

等
小
学
校
を
卒
業
す
る
。
同
年
四
月
、
日
本
発
送
電
株
式

会
社
に
入
社
。
ボ
イ
ラ
ー
の
補
修
作
業
員
と
し
て
勤
務
。

一
年
で
退
職
（
友
達
が
福
岡
市
堅
粕
で
電
気
溶
接
の
工
場

に
い
た
の
で
、
そ
こ
に
お
世
話
に
な
る
）。
電
気
溶
接
の

見
習
工
と
し
て
二
年
間
勉
強
す
る
。

昭
和
十
七
年
十
月
、
再
度
日
本
発
送
電
に
溶
接
工
と
し

て
工
作
係
に
入
社
す
る
。
会
社
に
は
当
時
青
年
学
校
が
あ

り
、
勤
務
し
な
が
ら
の
通
学
だ
っ
た
。
軍
事
教
練
が
主
で

あ
っ
た
。

十
代
の
青
春
も
つ
か
の
間
に
過
ぎ
去
り
、
二
十
歳
の
徴

兵
検
査
の
年
齢
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
に
大
牟
田
市
の
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
徴

兵
検
査
に
臨
ん
だ
。
市
民
会
館
は
若
者
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
検
査
の
結
果
は
「
甲
種
」「
第
一
乙
種
」「
丙
種
」
な

ど
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
兵
役
に
適
さ
な
い
者
は
「
丁
種
」
と

さ
れ
る
。
甲
種
合
格
は
男
の
名
誉
で
あ
り
、
あ
こ
が
れ
で

あ
っ
た
。
順
番
が
来
て
徴
兵
官
の
前
へ
行
っ
た
。
す
る
と
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徴
兵
官
は
大
声
で
「
第
一
乙
種
合
格
」
と
叫
ん
だ
。
私
は

直
立
不
動
で
「
第
一
乙
種
合
格
」
と
復
唱
し
た
。
頭
の
中

は
真
っ
白
だ
っ
た
。
こ
れ
で
現
役
兵
で
入
隊
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
翌
年
、
私
は
昭
和
十
九
年
の
春
、
母
が
作
っ

て
く
れ
た
千
人
針
の
胴
巻
と
「
武
運
長
久
」
と
書
い
た
寄

せ
書
き
の
日
の
丸
の
旗
を
持
っ
て
、
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ

て
大
牟
田
駅
に
向
か
っ
た
。
も
う
数
人
の
出
征
兵
の
方
が

来
て
お
ら
れ
た
。
一
緒
に
汽
車
に
乗
り
、
そ
の
日
に
久
留

米
の
四
八
連
隊
に
入
隊
す
る
。

兵
器
、
軍
服
等
を
渡
さ
れ
、
班
の
編
成
等
が
あ
り
、
そ

の
間
一
週
間
、
家
族
と
の
別
れ
の
面
会
等
が
あ
っ
て
、
南

方
行
き
と
満
州
行
き
に
分
け
ら
れ
、
私
は
満
州
の
関
東
軍

と
し
て
東
寧
と
い
う
ソ
満
国
境
警
備
兵
三
〇
六
部
隊
第
二

中
隊
に
配
属
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
初
年
兵
の
苛
酷
な
教
育

が
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
は
こ
の
こ
ろ
よ
り
に
わ
か
に
攻
守

逆
転
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十
九
年
九
月
末

ご
ろ
、
三
〇
六
部
隊
は
全
員
南
方
派
遣
と
な
る
。
そ
の
後

不
明
。
な
ぜ
か
私
は
二
中
隊
よ
り
た
だ
一
人
、
ハ
ル
ピ
ン

の
ミ
ル
レ
ル
兵
営
に
転
属
の
命
を
受
け
た
。

こ
こ
は
ハ
ル
ピ
ン
駅
前
よ
り
真
東
へ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
緩
や
か
な
坂
道
を
登
っ
た
所
に
細
長
い
兵
舎
が
一

棟
あ
り
、
前
は
広
い
空
き
地
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
面

識
の
な
い
顔
ば
か
り
三
十
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
い
た
。
す

る
と
特
務
機
関
の
人
が
来
て
、
班
の
編
成
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
諜
報
、
謀
略
、
宣
伝
に
分
け
ら
れ
、
私
は
謀
略
班

で
あ
っ
た
。
軍
服
、
階
級
等
な
し
。
皆
、
私
服
着
用
。
特

務
機
関
の
訓
練
は
、
良
く
分
か
ら
な
い
ロ
シ
ア
人
街
の
見

学
か
ら
始
ま
り
、
映
画
の
見
学
が
あ
り
、
山
登
り
が
あ

り
、
遊
び
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
謀
略
活
動
の
訓
練
は
こ
れ

か
ら
と
思
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
始
ま
ら
な
い
。
後
で

わ
か
っ
た
が
、
特
務
機
関
員
は
一
年
や
二
年
で
は
使
い
物

に
は
な
れ
な
い
、
最
低
五
年
以
上
は
必
要
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

八
月
十
五
日
、
重
大
発
表
が
あ
る
か
ら
兵
舎
へ
集
合
と

の
こ
と
で
あ
り
、
戦
局
の
厳
し
さ
は
分
か
っ
て
い
た
が
、

信
じ
が
た
い
終
戦
の
「
玉
音
放
送
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
何
が
何
だ
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
班
長
の
説

明
が
あ
り
、
日
本
は
降
伏
し
た
と
の
こ
と
。
そ
の
瞬
間
、
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集
ま
っ
て
い
た
約
五
十
人
全
員
茫
然
と
な
り
、
座
り
込
ん

で
地
に
伏
し
、
誰
も
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
本
日
た
だ
い
ま
兵
舎
は
全
員
解
散
す
る
、
こ
こ
は
危

な
い
、
自
由
に
好
き
な
所
に
行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
、
班
長
は
ど
こ
へ
行
か
れ
た
か
全
く
分
か
ら
な
い
。
そ

の
後
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
は
い
つ
も
満
服
を
着
用

し
て
い
た
の
で
軍
服
に
着
替
え
、
銃
と
帯
剣
を
着
用
、
ど

こ
か
の
部
隊
へ
紛
れ
込
む
よ
う
に
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
寺
院
の
前
の
広
場
で
武
装
解
除
と
の
情

報
が
あ
り
、
早
速
行
っ
て
み
る
と
、
銃
や
帯
剣
が
山
積
み

に
さ
れ
て
い
る
。
見
知
ら
ぬ
部
隊
の
後
の
方
か
ら
つ
い
て

行
き
武
装
解
除
を
受
け
た
。
も
う
一
安
心
で
あ
る
。
野
宿

一
夜
、
翌
朝
二
百
人
く
ら
い
の
元
軍
人
が
集
結
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
牡
丹
江
へ
集
結
し
日
本
へ
ダ
モ
イ

だ
と
言
わ
れ
、
ハ
ル
ピ
ン
駅
の
方
へ
歩
い
て
連
れ
て
行
か

れ
、
駅
前
で
合
流
し
た
ほ
か
の
集
団
と
一
緒
に
な
り
、
長

い
列
と
な
っ
て
牡
丹
江
を
目
指
し
て
本
格
的
な
行
軍
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
故
国
へ
帰
れ
る
こ
と
を
信
じ

て
、
途
中
カ
エ
ル
を
食
い
、
ヘ
ビ
を
取
っ
て
き
て
は
喜
ん

で
食
い
、
中
で
も
大
豆
の
搾
り
粕
（
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の

よ
う
な
物
で
馬
の
食
糧
）、
こ
れ
で
生
き
延
び
た
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

牡
丹
江
よ
り
い
よ
い
よ
ダ
モ
イ
、
ダ
モ
イ
で
、
箱
型
の

貨
車
に
す
し
詰
め
の
よ
う
に
詰
め
込
ま
れ
、
家
畜
同
然
の

扱
い
で
輸
送
さ
れ
た
。（
こ
れ
か
ら
先
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収

容
所
に
着
く
ま
で
は
多
く
の
人
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
）

私
が
貨
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
の
は
五
十
人
く
ら
い
の
集

団
だ
っ
た
と
思
う
が
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
小
さ
な
村
の
よ

う
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
で
降
り
た
者
は
皆
裸
に
さ
れ
、

頭
は
坊
主
に
さ
れ
、
ま
た
脇
の
下
の
毛
か
ら
陰
毛
ま
で
、

毛
と
い
う
毛
は
女
性
軍
医
か
ら
剃
り
取
ら
れ
、
洗
面
器
一

杯
の
水
で
洗
っ
た
後
、
次
は
噴
霧
機
で
白
い
粉
を
吹
き
か

け
て
終
わ
り
。
動
物
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
歩

い
て
収
容
所
行
き
で
あ
る
。
収
容
所
は
四
隅
に
マ
ン
ド
リ

ン
銃
を
持
っ
た
歩
哨
が
見
張
り
、
鉄
条
網
で
囲
ん
で
あ

る
。
収
容
所
は
皆
同
じ
と
思
う
が
、
日
時
が
過
ぎ
る
に
つ

れ
て
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
に
襲
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ミ
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や
シ
ラ
ミ
退
治
が
大
変
で
、
最
初
は
一
匹
ず
つ
両
手
の
爪

で
つ
ぶ
し
て
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
い
の
で
針
で
串
刺
し

に
す
る
の
で
あ
る
。
一
針
に
二
十
匹
く
ら
い
刺
し
、
ペ
ー

チ
カ
で
燃
や
す
の
で
あ
る
。

慣
れ
る
と
隣
の
友
人
と
仕
事
の
話
や
郷
里
の
話
に
花
が

咲
き
、
楽
し
み
も
あ
っ
た
。
不
潔
に
な
る
と
下
着
の
縫
目

や
袴
下
の
縫
目
が
彼
ら
の
陣
地
に
な
る
。
こ
う
し
て
シ
ラ

ミ
と
の
苦
闘
は
毎
日
続
く
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て

寝
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
嘆
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
収
容
所
は
旋
盤
工
や
大
工
さ
ん
も
お
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
場
の
馬バ
鈴レイ
薯ショ
（
カ
ル
ト
ー
シ
カ
）

掘
り
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
私
の
仕
事
は
電
気
溶
接
で
あ

る
。
冬
は
舟
の
胴
体
の
錆
び
た
鉄
板
の
張
り
替
え
作
業
。

表
と
裏
か
ら
電
気
溶
接
し
、
油
を
た
ら
し
て
洩
れ
が
な
け

れ
ば
完
成
で
あ
る
。

舟
の
改
修
は
冬
で
な
い
と
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
冬
は

舟
の
周
り
の
氷
を
幅
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
取
り
除
き
、
底

を
浮
か
せ
枕
木
を
入
れ
て
、
舟
全
体
を
浮
か
せ
て
作
業
す

る
の
で
あ
る
。
溶
接
作
業
は
体
は
動
か
せ
る
が
足
は
動
か

せ
な
い
の
で
親
指
が
凍
傷
に
な
り
、
切
開
し
た
後
が
い
ま

だ
に
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
、
待
ち
に
待
っ
た
帰
還

の
連
絡
が
あ
っ
た
。
私
の
誕
生
日
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
め

で
た
い
こ
と
は
な
い
。

通
訳
の
説
明
で
は
、
今
か
ら
発
表
さ
れ
る
者
は
自
分
の

荷
物
を
持
っ
て
ラ
ー
ゲ
ル
の
出
口
の
所
に
集
合
せ
よ
と
。

全
く
息
詰
ま
る
よ
う
な
思
い
で
緊
張
の
連
続
で
あ
る
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
。
返
事
を
し
て
、
い
つ
も
隣
に
寝
て

お
ら
れ
た
野
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。「
帰
っ
た
ら

す
ぐ
私
の
家
に
行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
奥
さ
ん
の

写
真
を
見
せ
ら
れ
た
。「
早
く
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
下

さ
い
、
日
本
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
堅
い
握
手
を

し
て
別
れ
た
が
、
ま
だ
本
人
と
会
わ
な
い
。
私
達
は
翌
朝

ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
い
た
。
日
の
丸
の
旗
が
見
え
る
。
確
か

に
祖
国
日
本
の
船
で
あ
る
。
船
腹
に
「
遠
州
丸
」
と
大
き

く
書
い
て
あ
る
。

い
よ
い
よ
私
達
の
乗
船
で
あ
る
。
揺
れ
る
タ
ラ
ッ
プ
を

上
り
、
や
っ
と
デ
ッ
キ
に
足
を
入
れ
て
よ
う
や
く
「
助
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か
っ
た
」
と
い
う
実
感
と
嬉
し
さ
が
体
中
を
か
け
め
ぐ

る
。
笑
顔
で
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
船

員
さ
ん
。
涙
が
と
ま
ら
な
い
私
達
で
あ
る
。

数
年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
畳
の
上
で
第
一
夜
を
明
か
し
、

デ
ッ
キ
に
出
て
見
た
空
は
日
本
晴
れ
。
何
と
な
く
落
ち
着

か
な
い
。
船
室
を
あ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
こ
っ
ち
へ
来
た

り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
る
。
誰
か
の
「
日
本
が
見
え
た

ぞ
」
と
言
う
声
に
遠
方
を
見
る
と
、
確
か
に
目
に
見
え
て

き
た
。
日
本
の
島
影
、
緑
の
山
々
、
だ
ん
だ
ん
鮮
明
に
な

る
。
ま
た
涙
が
出
る
。
私
た
ち
は
今
、
懐
か
し
い
祖
国
日

本
の
土
に
第
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
三
日
の
朝
で
あ
っ
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日

大
正
十
二
年
十
月
三
十
一
日

福
岡
県

大
牟
田
市
加
納
町
で
出
生

学

歴

昭
和
十
三
年
三
月

大
牟
田
市
三
川
高

小
卒
業

入
隊
前
職
歴

昭
和
十
三
年
四
月

日
本
発
送
電
株
式

会
社
入
社

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査

軍

歴

昭
和
十
九
年
四
月

久
留
米
市
第
四
八

連
隊
に
入
隊
。
後
、
北
満
州
第
三
〇
六

部
隊
編
成
、
満
州
に
て
特
務
機
関
に
転

属昭
和
二
十
年
九
月

旧
ソ
連
邦
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
に
抑
留

昭
和
二
十
二
年
十
一
月

舞
鶴
に
帰

還
、
復
員

帰
国
後
の
職
歴

昭
和
二
十
二
年
十
二
月

九
州
電
力
株

式
会
社
復
職

現
在
、
山
鹿
市
老
連
常
任
理
事
。
三
玉

校
区
老
連
会
長
。
全
抑
協
鹿
本
郡
市
支

部
役
員
と
し
て
社
会
の
た
め
活
躍
。
復

員
後
、
九
電
労
組
専
従
四
年
。

（
熊
本
県

西
川

勝
）
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